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消化器系及び呼吸器系の亜鉛などの生体吸収性金属続 パイスに関する研究
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壺鉛などからなる生機餞取性金属の消化器ステントやステープラやクリツプ.及び気管ステント、胸鄭嬌正

器具等、外科系インプラント        を行う。

外科領麟ではチタン製などの生体吸収性を持にない器具を用いて多く̈ ている。代表的なもの

とし■浄留コ嚇割
=お
けるステープルや血管クリップがあり、威ム外科ではほぼすべてObl二使用されて

いる。また以前は職取性のない絹糸を用いて、結農難就合が行われていたが、現藩では生体吸収性の素付に

すべて置き換わつてきている。これら― を吸取性とする
ことはヽ 果物日閣載 さず1~4Lという点で画

期的であり、多〈の利点が考えられる。亜鉛などの生体吸収性金属を用い爆鶏異を作成し、印 を目的

として研究を行う。
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